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世界初の「赤ちゃんポスト」を設置したSterniParkとの対話１
柏木　恭典

Dialogue with SterniPark that set up the first "Babyklappe" of the world
Yasunori KASHIWAGI

１　はじめに
本研究ノートは、2008年10月に行ったドイツの

SterniParkでの現地インタビューの全内容である。1990

年に設立された団体であるSterniParkは、2000年４月８

日に、世界で初めて「赤ちゃんポスト」を設置した

NPO団体（Verein）である１。数年前、我が国において

も、「赤ちゃんポスト」は極めて話題になったが、なぜ

ドイツで、なぜこの時期に創設されたのかということ

については、ほとんど知られていない。感情的な議論

が先走り、実際にどのような背景の中で赤ちゃんポス

トが作られたのかということについては、分かってい

ないのが現状であろう。たしかに我が国においても、

SterniParkは度々メディアで紹介されているが、この団

体がいったいどのような団体なのかについても、実は

全くと言っていいほど知られていないのである。

インタビューは、SterniParkのスタッフのJudith

Stiess氏、SterniParkの代表であるMoysich夫妻の娘で、

現在Findelbabyプロジェクトの代表を務めるLeila

Moysich氏、そしてBabyklappeが設置されているゲーテ

幼稚園のルーム長のNina Greve先生の三人に行った。今

回の研究ノートでは、その中のStiess氏との対話を掲載

する。なお、このインタビューは筆者自身が直接アポ

イントを取り、その後、2008年暮れに実際にHamburg

へ向かい、SterniPark本部を訪れた際に行われたもので

ある。

なお、こうしたインタビューは、2008年の時点では日

本人としては初であり、皆、長時間に及ぶインタビュ

ーを快く引き受けてくださった。この場を借りて感謝

したい。

２　Judith Stiess氏との対話
インタビュー日：2008年10月29日（水）

Ｋ：筆者（柏木恭典）

Ｓ：Frau Judith Stiess氏

Ｋ：こんにちは。今日はこちらに来ることができて、

とても嬉しく思っています。昨年、ウィーンにある赤

ちゃんポストBabynestに行きました。けれど、こちら

のBabyklappeが世界初の「赤ちゃんポスト」ですよね２

Ｓ：そうです。SterniParkがドイツで初のBabyklappeを

設置しました。2000年の４月、ゲーテ通りに。

Ｋ：2000年４月ですか。

Ｓ：そうです。設置した後、すぐに活動が始まりまし

た。そして、多くの人がこちらに訪れるようになりま

した。

Ｋ：その当初、2000年ですね、ドイツには二つの

Babyklappeが登場しています。こちらと、バイエルン

のアムベルクですね。

Ｓ：はい。その通りです。モーゼ・プロジェクトです

ね。そうこうする間に、ドイツ全土で94のBabyklappe

が設置されました。私たち、SterniParkも３つの

Babyklappeを有しています。一つ目は、ゲーテ通りの

Babyk lappe、二つ目は、ヴィルヘルムスブルク

（Wilhelmsburg）のBabyklappeです。ここは保育園

（KITA）に併設されています。三つ目はザトルプホル

１　厳密にいえば、日本のNPO法人とは異なるが、それに類する団体。この概念は、通常はクラブ、アソシエーション、協会、NPOなど、
非常に多義的に使われている。

２　我が国では、Babyklappeのことを「赤ちゃんポスト」と呼んでいるが、その由来は不明である。同じように、Babyklappeという名称
の由来も不明である、とされている。ドイツ、オーストリア、スイスのドイツ語圏においても、その名称は非常に様々である。
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ン（Satrupholm）にあるBabyklappeです３。こちらは大

規模な母子生活支援施設（Mutter-Kinder Einrichtung）

に併設されています。こちらは、昨年９月に設置され

ました。

Ｋ：全部で三つも設置しているのですか。

Ｓ：そうです。全部で三つのBabyklappeと三つの母子

生活支援施設です。一つ目がこちらのハンブルク、二

つ目がザトルプホルム、こちらは最も大規模です。60人

が生活できます。

Ｋ：60人も、ですか。

Ｓ：はい。母親とお子さん、合計で60人まで生活可能で

す。

Ｋ：では、例えば30人のお母さんと30人の子どもが生活

できる、ということですよね。

Ｓ：例えば、そうですよね。でも、たいていのお母さ

んは、複数の子どもを抱えていますから、60人は決して

多くはないのです。

Ｋ：では、父親というのはどうなのでしょうか。母と

子が収容されるというのは分かりますが、父親という

のは…

Ｓ：父親というのは非常にまれです。というのも、た

いていの場合、妻が夫と別れる時、夫はほとんど何も

聞かされておらず、妻が妊婦だということも、妻自身

が秘密にするからです。だいたいいつも、妻は自分が

妊娠していることを隠しているのです。

Ｋ：たいていの妻が妊娠のことについて秘密にしてい

る、と言いますが、夫に対してだけですか。親や親族

の方とか、そういう周辺の人々に対して言うことはな

いのですか。

Ｓ：そうですね。周囲の人全員に隠していることが多

いです。自分の親にも、知り合いにも秘密にしていま

すね。ですから、私たちは、24時間対応可能な緊急連絡

先を用意しています。女性たちが私たちのこのオフィ

シャルな電話番号を知れば、ここに電話をかけるチャ

ンスを手にすることになります。例えば、赤ちゃんが

生まれてくる前に、連絡を入れることが可能となりま

す。最もよいケースの話ですが。そうすれば、私たち

も彼女たちを助けることができます。

Ｋ：そのSOS緊急電話（SOS Notrufnummer）は、こち

らの事務局に来るんですよね。あなたも受け取るんで

すよね。

Ｓ：そうですよ。

Ｋ：本当ですか？　こちらでですよね。24時間ですよ

ね？

Ｓ：そうですよ。スタッフの時間帯は様々ですけどね。

SterniParkのこの事務所には、だいたい10人から12人く

らいのスタッフがいます。そして、シフトがあります。

たいていの場合、６時間制のシフトです。緊急電話は

この事務所の携帯電話につながります。なので、いつ

でも誰かが電話を取ることができます。夜も大丈夫で

す。そういうわけで、女性がこちらに電話をかけてき

て、陣痛が始まって、病院に行きたいと言ってきても

大丈夫なのです。そういう時は、準備が整っているこ

ちらのスタッフが出向いて、その女性に付き添います。

Ｋ：では、シュティースさんも同様に、その電話の相

手である母親に付き添うわけですね。

Ｓ：はい。でも、様々です。まず、電話でその方と話

します。そして、受理します。一人はそのまま電話の

そばにいます。その後、少なくとも三人、車の運転手、

女性、それからその女性の匿名の出産に連れ添うもう

一人の女性の三人が揃います。つまり、困窮下の女性

の、たいていは困窮下の母親ですが、そうした母親を

救う様々な援助の手続きをとり、その上でその母親の

ところへと行き、そこで彼女に付き添うのです。その

母親／女性に再度２，３のことを聞いて、彼女が望む

なら、彼女と一緒に病院へ行き、「匿名の分娩

（Entbindung）」を行います。

Ｋ：「匿名の出産」ですね。つまり、こちらでSOSのサ

インをキャッチして、手続きをして、母親が望むこと

を提供する、と、そういうわけですね。

Ｓ：そういうことです。私たちのところには、いつも、

あらゆる手続きを行うスタッフがいます。だいたい５，

６名がここにいます。緊急の連絡が入ると、二人が動

きます。一人が電話で手続きをとり、一人がその人の

もとへと向かいます。私たちにとって、根本的にとて

も重要なことは、そうした女性たちに、匿名の分娩と

３　「ヴィルコーアシュタイン赤ちゃんポスト」と呼ばれている。
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いうチャンスを与えることです。そして医療処置を受

けるチャンスを与えることです。

Ｋ：匿名の分娩のチャンス、ですか。それ以外にもい

ろいろなチャンスを与えていると思うのですが。例え

ば、誰かに聞いてもらうチャンスだとか、相談のチャ

ンスとか、手続きのチャンスとか。

Ｓ：私たちは、相談（Beratung）も行っています。ま

ず、電話で話を聴きます。それから、私たちの母子生

活支援施設に来てもらうよう、お願いします。そこで、

カウンセリング、妊婦に関する相談、その他、様々な

相談業務も行っています。

Ｋ：それはとても興味深いです。日本では、公的機関

がそうした相談窓口になっています。役所ですね。児

童相談所や子育て支援センターなど。けれど、ハンブ

ルクでは、あなたたちが、あなたたちはVerein（NPO）

ですよね、そういう民間のあなたたちが相談業務を行

っている、と。

Ｓ：そうです。私たちのところへは、女性たちは匿名

で問い合わせることができます。多くの場合、女性た

ちはインターネットで私たちのことを知ります。

Ｋ：インターネットですか。

Ｓ：そうです。インターネットなら誰にも気づかれま

せんし、誰にも問われません。直接ここにやってくる

人はほとんどいません。むしろ、最初は私たちのとこ

ろではないどこか別のところに問い合わせてしまいま

す。妊娠のことを誰にも知られたくないので。ですか

ら、私たちのHPに、緊急の問い合わせ先を載せてある

のです。これを見て、女性は私たちのところに電話を

かけてくるのです。

Ｋ：これはすごく新しい考えですね。

Ｓ：女性が匿名のままで問い合わせすることができる

よう、サービスを整えることがまず第一の段階ですね。

ほとんどの場合、問い合わせてくる女性の状況は極め

て悲惨です。それに、誰にも相談できない状況なので

す。そこで、私たちが彼女たちを守るのです。何も話

さなくてもいいですよ、私たちの施設にいらしてくだ

さい、と言うだけです。まずは、いてくれるだけでよ

いのですから。もし望むなら、医療的な支援も受けら

れますし、相談による支援なども行います。それから、

次の段階へと進みます。女性たちにこう尋ねるのです。

「あなたは匿名のままでいたいですか？」、「あなたは匿

名のままで子どもを出産したいですか？」、と。ある女

性は、「内密（vertraulich）にしていただけたら」、と言

ってきます。その女性は、戸籍役場（Standesamt）に

対して、自分の情報を告げるわけですが、そうすると、

健康保険組合（Krankenkasse）やその他の機関での重

要な書類や文書が出てきます。親に郵便などで知られ

てはならないのです。また、親族や親戚などにも知ら

れてはなりません。それでも、生まれてくる子どもに

は戸籍登録が必要なのです。

Ｋ：あなたは、実に様々な母親がいる、とおっしゃい

ました。一方で、母親は匿名のままでいたいというわ

けですが、他方で、戸籍（Personen）を子どもに与え

たいというわけですよね。

Ｓ：それが、私の伝えたかったことです。私たちは、

1999年以降、これまで300人以上の女性の支援を行って

きました。およそ320人です。その半分以上の女性、つ

まり60パーセント以上の女性が、子どもと共に暮らす生

活を選んでいます。それから、匿名の出産、ここに来

る女性の多くは匿名の分娩を望んでいるわけですが、

匿名でない出産が、昨年、一件ありました。その他の

女性は、内密に出産をします。そして、住民登録をし

ます。一人ひとりすべてに対応します。もちろん私た

ちは匿名性を重視します。それが、内密に出産という

ことです。

Ｋ：なるほど。では、実際のところ、昨年は何人くら

いの赤ちゃんがこちらのBabyklappeに預けられたので

すか？

Ｓ：昨年のですか…　ちょっと待ってください。詳し

いことが知りたいでしょう。

Ｋ：ありがとうございます。

Ｓ：どこかにデータがあったと思うのですが…　99年以

降、データを取っていますが、預けられる赤ちゃんの

数は減ってきていますね。少なくなりました。でも、

昨年のデータは…

Ｋ：結構ですよ。こちらで調べますので。それより、

もっとSterniParkの思想や哲学についてお伺いしたいと

思います。

Ｓ：こちらに、これまで行ってきたプレゼンテーショ

ンがあります。また、こちらには、緊急連絡先を載せ
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たパンフレットもあります。Babyklappeに関するパン

フレットも作りました…

Ｋ：ところで、そもそも「匿名の出産」と「赤ちゃん

ポスト」の違いは何なのですか？

Ｓ：匿名の出産というのは、女性が出産することです。

私たちと一緒に病院に行き、分娩するのです。そして、

きちんと治療を受けます。その際、匿名性がきちんと

守られなければなりません。それに対して、「赤ちゃん

ポスト」というのは、たいてい自分の力で赤ちゃんを

産んだお母さんが問題となるわけです。そのお母さん

が赤ちゃんを預ける場所が赤ちゃんポストですね。

Ｋ：とすると、両者の違いというのは、産む前の援助

か、あるいは産んだ後の援助か、ということになりま

すよね？

Ｓ：そうです。ですから、私たちは、母親が予め私た

ちに問い合わせるように促そう、という試みを行って

いるのです。

Ｋ：なるほど。

Ｓ：その際、三つの要素があります。緊急用のSOS電話。

それから里親（Pflegeeltern）ですね。最初の８週間養

育のお手伝いをする里親です。この８週間が重要なの

です。８週間を過ぎると、養子縁組の法律が有効にな

るので、８週間なのです。この８週間の間、赤ちゃん

はその里親の下に預けられ、そこで養育されるのです。

Ｋ：その里親というのは、ボランティアですか。それ

とも公的なものなのですか？

Ｓ：公的なものです。里親は赤ちゃんを受け入れます

が、私たちがベビーカーやおむつや乳児用食品などを

里親に提供します。でも、それ以外のことはすべて里

親に行ってもらいます。

Ｋ：なるほど。その８週間の間、母親は考えるんです

ね。自分で育てるべきかどうか、と。

Ｓ：その通りです。母親は、私たちのところに滞在す

る機会も与えられます。考える時間もできます。それ

に、いつでもお子さんに会うこともできます。里親の

ところに行くこともできますし、また里親に連れてき

てもらうことも可能です。そして８週間後、母親は、

決めなければなりません。子どもを引き取るのか、そ

れとも子どもを養子縁組に委ねるのか、を。

Ｋ：では、もし母親が子どもを引き取らないと決断す

るとどうなるのですか。いったい誰が子どもを引き取

ることになるのですか。

Ｓ：そうすると、８週間後には里親の家は出なければ

なりません。そして、児童相談所の人たちと共に、養

子縁組の手続きがとられます。そして、子どもを養子

として引き取る養父母（Adoptiveltern）が決まります。

それから私たちは、実の母親からの要望を聞きとるよ

う努めます。そして、一年間、新たな養父母が適任か

どうかを検討します。つまり、その子にとってふさわ

しい養父母であるかどうかを一年間チェックします。

その後、母親のサイン（Unterschrift）で養子縁組が締

結します。

Ｋ：とすると、あなたたちも、子どもの実の父母が誰

であるかは分かるわけですね。

Ｓ：そうです。私たちも実父母の方と会いますね。い

ずれにしてもSterniParkが親を選び出すわけではありま

せん。それは、養子縁組の調停局（Vermittlungsstelle）

が児童相談所と共に、養子を引き取る養父母を選び出

すのです４。

Ｋ：でも、分かりません。赤ちゃんポストの場合、子

を預ける親は「匿名」ですよね。そうすると、やはり

実親のサインはもらえないのではないですか。という

のも、親が誰だか分からないから。その場合は、サイ

ンもいらないのですよね？

Ｓ：そうです。問い合わせがない場合は、母親からの

サインをいただくことはありません。その点について

もっと詳しく言えば、これまで私たちの赤ちゃんポス

トでは、35人の赤ちゃんが預けられましたが、その中で、

再度、８人の母親からの問い合わせがありました。

Ｋ：８人の母親ですか。この８，９年の間に、ですよ

ね。

Ｓ：そうです。

４　欧州では、養子縁組制度が非常に整っている。例えば「婚外子」の数は、明らかにアジア諸国とヨーロッパ諸国の間に開きがある。
桁が一つ違うというのが実情であろう。日本では、「非嫡出子」という用語の差別性がようやく指摘されるようになってきた程度である。

「未婚の母」に対する偏見はまだまだ根強いと考えてよいだろう。スウェーデンではほぼ二人に一人が「婚外子」である、ということを
念頭に置くと、実子の概念を一つ取ってみても実に様々なのである。
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Ｋ：35人の赤ちゃんが預けられ、８人の母親がその後問

い合わせてきた、と。それ以外の母親は匿名だったと

いうことですね。

Ｓ：そうです。匿名です。

Ｋ：では、その残りの27人のお子さんが里親に預けられ

た、と。そして、その後、その27人は皆、８週間を経て、

養父母の下に引き取られた、と、そういうことですよ

ね。つまり、養子縁組で。すべてのお子さんが養子に

なったんですか。

Ｓ：すべてではないですね。子どもとの共同生活を考

えることがもうできないという母親の子どもだけです。

Ｋ：なるほど。ところで、ハンブルクには、児童養護

施設（Kinderheim）はあるのですか。

Ｓ：はい。ありますよ。

Ｋ：こちらで預かったお子さんには、そういう養護施

設に入所する可能性というのはあるのですか？

Ｓ：そういう可能性があるのかどうか、分かりません。

私たちができるのは、養子縁組制度に子どもを委ねる

ところまでです。だから、そこまでは分からないです。

Ｋ：日本とは違いますね。養子縁組は日本ではそれほ

どポピュラーではありません。何か子どもに問題があ

れば、養護施設に入所することになります。当然、

色々な状況の子どもたちがいるので、争いやケンカ、

摩擦も絶えません。とてもストレスの多い場所となっ

ています。

Ｓ：日本の養護施設でも、子どもたちは家族のような

形態で共同生活をしているのですか？

Ｋ：はい。

Ｓ：そこはドイツと同じですね。SOS Kinderdorf５など

もそうですよね。日本では、養子縁組の需要が少ない

のでしょうか。ドイツでは、一人の子どもに対して、

およそ26組の養父母たちが申し込みをしてきます。たく

さんの需要があるのです。

Ｋ：では、ドイツには、子どもが欲しい大人というの

が実に多いのですね。

Ｓ：子どもができなくて養子を求める人もいます。ま

た、ドイツでは、養子を求めて海外に行く人も多いの

です。例えばロシアやその他の国に行くのです。なぜ

かというと、そちらの方が簡単に養子がもらえるから

です。

Ｋ：そうなのですか。それで、ドイツに連れてきてし

まうのですか。

Ｓ：そうです。というのも、ドイツでは、養父母にな

るための条件が非常に厳しいからです。適した年齢で

あるかどうか、きちんと結婚しているかどうか、経済

状況はしっかりしているかなどなど、条件が厳しいの

です。ですので、養子をもらうことはとても難しいの

です。もちろん、このようにきちんと養父母として適

任かどうかをチェックすることはとても大切なことで

す。それは明らかです。日本ではどうですか。養子縁

組は行われているんですよね。

Ｋ：はい。養子縁組制度はありますが、非常に稀です。

Ｓ：稀ですか。需要もないのですか。

Ｋ：需要は、ないことはないのです。ただ行政上の問

題や文化的な問題もあって、なかなかうまく機能して

いないというのが実態だと認識しています。日本人も

たしかに子どもが欲しいと思っています。様々な状況

があり、中には子どもに恵まれない夫婦もたくさんい

ます。ですから、需要はあるはずなのです。しかし、

それにもかかわらず…

Ｓ：それにもかかわらず…

Ｋ：にもかかわらず、うまくいかないんですね。だか

らこそ、日本人にもこうしたSterniParkのような団体が

必要なのです。それから、興味深いことがあります。

日本でも「赤ちゃんポスト」はとても有名になりまし

た。日本人の誰もが、その名を知っています。にもか

かわらず、まだ一か所しか赤ちゃんポストがないので

す。私はその理由を知りたいのです。どうしてドイツ

ではこれほどまでに、94か所まで増えたのか。どうして

これほどまでに広まったのか。その理由は何だったの

か…

Ｓ：どうしてか。…やはり、使われたから、利用され

たからでしょうね。本当に、どのBabyklappeにも子ど

もが預けられているのですよ。それに、きっと結局は

Babyklappeが緊急の解決策（Notlösung）としてよかっ

たのだと思います。私たちは、前もって女性たちと連

５　英語名“SOS Children's Villages International”。オーストリアに拠点をもつ国際的な児童支援組織。
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絡を取ることができますし、医療サポートも提供でき

ます。私たちは、前もって様々な可能性を女性たちに

提供することができるのです。女性たちの差し迫った

要求を受け止める最後の場所なのですね。たいていの

場合、女性たちは自分一人で赤ちゃんを産み落としま

す。へその緒も自分で切るのです。このように、女性

と子どもの間にはいろいろなことが起こるのです。私

たちとしては、そうなる前に、私たちのところに来て

もらいたいですし、また、女性が望むならば、きちん

と匿名性は守りたいと思っています。

Ｋ：なるほど。

Ｓ：そして、私たちのSterniParkには、母子生活支援施

設があります。Satrupの母子生活支援施設についてご紹

介しましょう。こちらの２階に、母親と子どもが暮ら

す生活スペースがあります。また、（写真を示しながら）

こちらがその建物です。ここに彼女たちは暮らしてい

ます。

Ｋ：何人くらいの人が暮らしているのですか？

Ｓ：60人です。、ゲーテ通りに行くと、Babyklappeがあ

ります。もうすぐ10年になります。こちらは、基本的に

孤児救済プロジェクト（Findelbaby Projekt）ではなく、

幼稚園（Kindergarten）なのです。

Ｋ：そうでしたね。SterniParkは、幼稚園、森の幼稚園、

KITAなどを所有していますよね。

Ｓ：全部で９施設、運営しています。全部で100人の子

どもの養育を行っています。

Ｋ：これは非常に興味深いです。私は日本で幼稚園教

諭や保育士の養成校に勤務しています。ですから、幼

稚園や保育園に強い関心をもつ学生を相手にしていま

す。幼稚園と赤ちゃんポストが関連しているというの

はとても興味深いことです。そして、10年前に

SterniParkのみなさんがそうしたことに関心をもたれ

た、というのはとても興味深いです。Moysichさんもそ

うですよね。でも、一番初めに「赤ちゃんポスト」を

思いついたのは、現場の幼稚園の先生だったのではな

いでしょうか。

Ｓ：そうです。

Ｋ：つまり、そうした施設を作ろうとしたのは、幼稚

園の先生たちだった、と。

Ｓ：はい。それに、幼稚園ではいつも必ず誰かが働い

ているので、幼稚園に併設するのが望ましいと考えた

のです。すぐに誰かが駆けつけられます。すぐに見つ

けることができますし、またすぐに病院に連れていけ

ます。

Ｋ：それに思ったのですが、SterniParkはそもそも子ど

もたちのための団体ですよね。幼稚園ができて、そし

て、母子生活支援施設を設置し、Babyklappeという流

れですか。

Ｓ：いいえ、幼稚園ができて、Babyklappeができて、

最後に母子生活支援施設という流れですね。

Ｋ：あ、そうでしたか。誤解していました。

Ｓ：最初に幼稚園ですね。それから、Babyklappe。そ

して、そのBabyklappeとの関連の中で、母子生活支援

施設が生まれました。Babyklappeと母子生活支援施設

は、言ってみれば共に一体となっているものなんです

けどね。

Ｋ：つまり、Babyklappeの延長線上に母子生活支援施

設があるということですね。あと、森の幼稚園もあり

ますが、いつ森の幼稚園は作られたのですか。

Ｓ：結構古くからありますよ。96年だと思います。

Ｋ：根本的には、Moysich夫妻がこのSterniParkを設立

したんですよね。いったい何人の人がこちらの

SterniParkで働いているのですか？

Ｓ：合計で、350人が働いています。

Ｋ：350人ですか！！

Ｓ：そうです。私たちは、母子生活支援施設が３施設、

ここHamburgとSatrupとHalleの三か所です。それから、

幼稚園が９園あります。それから、広大な敷地の

Ferienhofという休暇施設ももっています。

Ｋ：Ferienhofとはどのような施設なのですか？

Ｓ：子どもたちが例えば夏休みなどを過ごす施設です。

少年の家ですね。遊んだり、何かの講習会をしたりし

ます。社会教育施設とも言います。社会教育主事の指

導もあり、ゼミナールをしたり、展示会をしたりして

います。ハイキングもその近くでたくさんできます。

もちろん子どもの養育もそこで行います。

Ｋ：そんな施設も運営されているのですね。すごい数

です。

Ｓ：そうですね。比較的大きな団体だと思います。今

回はあなたのために、ここにある様々な資料をもって
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きましたので、是非読んでみてください。

Ｋ：ありがとうございます。それから、もう一つ、こ

の機会に聞いておきたいことがあります。日本では、

Babyklappeは、「子どもを捨てるBOX」と理解されてい

ます。「子捨て箱」ですね。そのため、日本人の多くは、

Babyklappeをあまり良く思っていません。「あんなのは

だめだ」、「日本には必要ない」と言った声も聞こえます。

それでも、日本でも毎年児童遺棄やえい児殺しが起こ

っています。高校生の女の子が妊娠し、親に隠したま

ま、一人で出産し、そのままその子どもを置き去りに

して、死なせてしまい、逮捕され、といった事件もあ

りました。ですから、私たちも、あなたたちの言う

「困窮下の女性（Frauen in Not）」という概念を理解す

べきなのです。ただ、この場合、いったいどんな女性

が困窮下の女性なのでしょうか。いろいろな女性、い

ろいろな母親がいるとは思いますが。

Ｓ：実にいろりろな母親がいます。最も「困窮下」の

状態にいるのは、やはり経済的に厳しい女性です。辛

らつです。例えば、既に二人のお子さんがいたとしま

す。経済的に保証されていなかったとしましょう。と

てもじゃないですが、三人目は無理です。それでも、

妊婦になってしまった。でも、中絶はしたくない。そ

ういう時はどうしたらよいのでしょう。きっと、ずっ

と出産するまでの長い間、家族や自分の夫には秘密に

しておくでしょう。そして、自分で何とかしなければ

いけなくなるでしょう。そういうわけで、その女性は

自宅で、例えば浴室などで自ら赤ちゃんを産むか、あ

るいは、その前に私たちのところに問い合わせるかど

ちらか、ということになるのです。こうしたシチュエ

ーションは何度も繰り返し起こります。このように女

性一人で出産するというシチュエーションでは、もち

ろん既に何かが起こっているものです。というのも、

ずっと、その当事者であれば誰もが抱くであろう生活

上の不安を抱えていたからです。赤ちゃんが生まれた

らどうしよう、赤ちゃんをどこに託せばよいのだろう、

次の「赤ちゃんポスト」はどこにしよう、などなど。

こういう人はとても大変です。

Ｋ：それは若い人ですか。

Ｓ：いえ、それも様々です。もちろん若いお母さんも

いますが、ごく少数です。たいていのお母さんは、20歳

以上ですね。職業もあって、大人として自立していて、

それなりに自分で生計を立てている人ですね。若い女

性の場合は、だいたいその女性の家族が助けてくれま

すね。17歳の娘さんだったら、その家族が支援してくれ

ます。

Ｋ：若い女性なら家族が助けてくれ、20歳以上の若い成

人女性が助けを必要としている？！

Ｓ：たいていの女性は、自身の家族との関係がよくあ

りません。信頼できる知人もほとんどいないのです。

そういう知人が一人もいない人もいます。私たちはそ

ういう女性をたくさん見てきました。もちろんケース

は様々です。夫から暴力を受ける女性もいます。また、

自身の妊娠のことを家族に話せないイスラムの女性も

います。

Ｋ：たしかSterniParkのHPで読んだのだと思うのです

が、イスラムでは未婚の母や女性の中絶に対してはと

ても厳格で厳しいとか…

Ｓ：また、イスラム的な背景からすれば、女性に対す

る家族の抑圧というのもとても強いのですね。そのた

め、当然妊娠や出産のことが秘密にされることが多い

のです。でも、こちらに来るのも非常に困難のようで

す。

Ｋ：Hamburgにはどれくらいのイスラムの方が住んで

いるのですか。

Ｓ：どのくらいか、…分からないですね。でも、ずい

ぶん多いですよ。

Ｋ：カトリック教徒の場合はどうですか。Babyklappe

に対してどう考えているのでしょう。

Ｓ：Babyklappeや困窮下の女性の救済といったテーマ

については、カトリックもプロテスタントも非常にオ

ープンです。このテーマに対して、教会は、非常にオ

ープンに捉えてくれています。例えば教会的な背景を

強くもつカトリック女性連盟（Sozialdienst）のように、

Babyklappeを併設する施設もたくさんあるのですよ。

そういう施設の担い手は教会ですからね。

Ｋ：なるほど。とするなら、赤ちゃんポストに預けら

れる子の中には、白人の赤ちゃんのみならず、有色人

種の赤ちゃんもいる、ということですよね。

Ｓ：もちろんです。ただ具体的な割合や数は分かりま

せん。しかし、大部分はやはり白人の子ですね。
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Ｋ：そうなんですか。…あともう一つお聞きします。

いったいどこから「赤ちゃんポスト」という発想を得

たんですか。モチーフというか、手本というか。

Ｓ：う～ん、それはMoysich氏に尋ねてみてください。

私にはよく分かりません。

Ｋ：例えば、イタリアに回転台（Drehlade）というのが

かつてありました。

Ｓ：そうですね。知ってます。９世紀のイタリアにあ

った中世の回転台ですよね。私はもともと大学で司書

の勉強をしていて、本で読んだことがあります。こち

らのSterniParkに来て８カ月ですが、それ以前から

Babyklappeについてはよく本で読んでいました。

Ｋ：長時間、ありがとうございました。

Ｓ：どういたしまして。

３　考察と今後の課題－なぜドイツでは赤ちゃ
んポストが広まったのか
我が国においても、「赤ちゃんポスト」という概念は

既に広く知られている。熊本県の「こうのとりのゆり

かご」の設置以来、様々な議論が行なわれてきた。だ

が、現実的には、赤ちゃんポストは未だに一ヶ所しか

設置されておらず、ドイツのような広まりはみせてい

ない。赤ちゃんポストに保護されたケースの件数を考

慮すれば、もっと広まっても不思議ではないのだが、

広まらない。なぜ日本では赤ちゃんポストは広まらな

いのか。また、なぜこれだけのニーズがあるにもかか

わらず、議論も発展しないのか。これが、筆者が今回、

インタビューをさせていただく上での最初の疑問であ

った。

ドイツのSterniParkでのインタビューを通じて、なぜ

ドイツで赤ちゃんポストが生まれ、そして、全国各地

に広まったのか、その一端が明らかになった。本イン

タビューにもあるように、インターネットの普及が大

きな役割を果たしている。インターネットと、赤ちゃ

んポストの代名詞である「匿名性」は見事に重なり合

っている。これまでの母子支援や乳児保護は、匿名性

が保障されず、自分に関する情報がすべて開示されて

しまうものばかりであった。病院も身元の分からない

女性の出産に応じることもなかった。ゆえに、誰にも

相談できず、隠れて出産し、児童遺棄へと発展するこ

ととなっていた。が、インターネットの普及によって、

赤ちゃんポストが、支援を欲する人にとって貴重な社

会資源となったのである。

また、赤ちゃんポストの設置主体が、病院ではなく、

幼稚園や保育園を運営するＮＰＯ団体であったという

ことも重要であろう。SterniParkが運営する施設で働く

人のほとんどが幼稚園教諭や保育士などである。乳幼

児とかかわりの深い実践者たちの間で生まれた母子の

救済システムが、赤ちゃんポストなのであった。日本

で赤ちゃんポストが広まらない理由に、こうした設置

主体の違いがあるように思われる。SterniParkでは、赤

ちゃんポストの設置後に、新たに母子生活支援施設を

設置している。これは、実に自然な流れである。赤ち

ゃんポストにわが子を預ける前の段階で母子を支援し

ようと考えるのは、極めて自然な成り行きである。こ

のように、ドイツのBabyklappeは、乳幼児の教育、保

育にかかわる人々の間で生まれ、そして広まっていっ

たのである。

さらには、児童福祉の在り方そのものもドイツと日

本とでは大きな違いがある。それは、日本が施設養護

中心であるのに対し、ドイツでは、里親、養子縁組が

大きな役割を果たしている、という違いである。本イ

ンタビューの中でも、「一人の子どもに対して、およそ

26組の養父母が申し込みをする」、と語られている。し

かし、日本では、里親制度、養子縁組制度が存在しな

がらも、社会的養護が必要な子どもは児童養護施設に

措置されるのが主である。ここに、日本の養護の問題

がうっすらと浮かび上がってくるのである。これにつ

いては、また別の機会に詳しく論じることにしたい。

いずれにしても、赤ちゃんポストは、困窮下の女性

とその子どもを救済する実践であることは間違いない。

しかも、それは、法や社会的規範を超えた実践でもあ

る。ゆえに、非常に論争的であり、その評価も様々な

のであろう。

本インタビューは、J.Stiss氏との対話であった。さら

に筆者は、SterniParkにおけるFindelbabyプロジェクト

の代表のLeila Moysich氏へのインタビューを行なって

いる。これについても、『世界初の「赤ちゃんポスト」

を設置したSterniParkとの対話２』として公開したいと

考えている。


